
（８）調査結果の解釈等に関する留意事項

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが，実施教科が特定の教科のみであることや，必ずしも学習指導要領全体

を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児童生徒が身に付

けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一側面に過ぎない

ことに留意することが必要である。

本調査の結果においては，国語，算数・数学，英語ごとの平均正答数，平均正答率等

の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中央値，標準偏差等の数

値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評

価することが必要である。また，個々の設問や領域等に着目して学習指導上の課題を把

握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要であ

る。

＜用語説明＞

語 句 説 明

平均正答数 児童生徒の正答数の平均。

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。

○国語，算数・数学，英語ごとの平均正答率は，それぞれの平均正答

数を設問数で割った値の百分率（概数）。

○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。

平均値とともに集団における代表値として捉えられる。

最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こと

を意味する。

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1

から1までの範囲の値をとり，1に近いほど正の相関，－1に近いほど

負の相関が強いことを表す。

解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理

したもの。
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（１）調査問題の内容、課題等、指導改善のポイント

○調査問題の内容
学習指導要領における、「数と計算」、「図形」、「測定」、「変化と関係」、「データの活用」の各領域に

示された指導内容をバランスよく出題している。なお、小学校第５学年までの内容となるようにしている。

（例）■ 0.4＋0.05について、整数の加法で考えるときの共通する単位を書く。

■ 方眼上の五つの図形の中から、台形を選ぶ。

■ 10％増量した詰め替え用のハンドソープの内容量が、増量前の何倍かを選ぶ。

■ 都道府県Ａのブロッコリ－の出荷量が増えたかどうかを調べるために、適切なグラフを選び、

出荷量の増減を判断し、そのわけを書く。

○課題等

数と計算

◇ 示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算することはできている。〔１(4)〕

◇ 小数の加法について、数の相対的な大きさを用いて、共通する単位を捉えることはできて

いる。〔３(1)〕

◇ 異分母の分数の加法の計算をすることはできている。〔３(4)〕

◆ 分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加数と被加数が、共通する単位分数

の幾つ分かを記述することに課題がある。〔３(2)〕

◆ 数直線上で、１の目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉えることに課題がある。〔 ３(3)〕

図形

◇ 角の大きさについて理解することはできている。〔２(3)〕

◆ 平行四辺形の性質を基に、コンパスを用いて平行四辺形を作図することに課題がある。〔 ２(1)〕

◆ 台形の意味や性質について理解することに課題がある。〔２(2)〕

◆ 基本図形に分割することができる図形の面積の求め方を記述することに課題がある。〔 ２(4)〕

測定

◆ はかりの目盛りを読むことに課題がある。〔４(3)〕

変化と関係

◇ 伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことはできている。〔 ４(1)〕

◆ 「10％増量」の意味を解釈し、「増量後の量」が「増量前の量」の何倍になっているかを

表すことに課題がある。〔４(4)〕

データの活用

◇ 棒グラフから、項目間の関係を読み取ることはできている。〔１(1)〕

◇ 簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選ぶことはできている。〔１(3)〕

◆ 目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を記述することに

課題がある。〔１(2)〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は、問題番号
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○指導改善のポイント

数と計算

○ 分数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、既習の整

数の加法に帰着できるようにする指導の充実

・ 分数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目して、共通する単位分数

を見いだすことで、既習の整数の加法に帰着できるようにすることが重要である。

○ 数直線上の目盛りが表す数を分数で表すことで、分数の意味や表し方について理解

を深めることができるようにする指導の充実

・ 数直線上の目盛りが表す数を分数で表す際、０から１までが何等分されているのかに着目し

て、単位分数を捉えることができるようにすることが大切である。その上で、他の目盛りが表す

分数を単位分数の幾つ分として考えることができるようにすることも大切である。

図形

○ 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、図形の性質に基づいて図形を

弁別できるようにする指導の充実

・ 図形の置き方をいろいろと変えても、図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し

て、図形を弁別できるようにすることが重要である。

○ 多角形の面積の求め方について、基本図形の面積の求め方を基に考察できるように

する指導の充実

・ 多角形の面積を求める際に、基本図形に分割するなど、面積の求め方を知っている既習の図

形を見いだして、面積の求め方を考えることができるようにすることが重要である。

測定

○ はかりの目盛りを読むことができるようにする指導の充実

・ はかりを用いて重さを測定する際に、最小目盛りの大きさを考えて、目盛りを読むことがで

きるようにすることが重要である。

変化と関係

〇 示された情報から基準量と比較量、割合の関係を正しく捉えることができるように

する指導の充実

・ 基準量と比較量、割合の関係を正しく捉えるために、言葉や図、式を関連付けながら数量の関

係を考察できるようにすることが重要である。

データの活用

○ 様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて適切なグラフを選択してデータの特徴

や傾向を捉え判断し、その判断の理由を表現できるようにする指導の充実

・ 様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて複数のグラフから適切なグラフを選択してデー

タの特徴や傾向を捉え判断し、その判断の理由を表現できるようにすることが重要である。そ

の際、グラフのどの部分やどの数値に着目したのかを説明するなど、他者に分かりやすく表現

できるようにすることが大切である。
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分類 区分 
対象 

問題数 
（問） 

平均 

正答率 
（％） 

学習指導要領の 

領域 

数と計算 8 62.5 

図形 4 56.4 

測定 2 55.0 

変化と関係 3 57.7 

データの活用 5 62.8 

評価の観点 

知識・技能 9 65.7 

思考・判断・表現 7 48.5 

主体的に学習に取り組む態度 0  

問題形式 

選択式 6 67.4 

短答式 6 64.2 

記述式 4 35.2 

問題別正答率「棒」・無解答率「折れ線」 
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知
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・
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表
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主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１（１）
３(４)
ア(ア)

３(１)
ア(イ) ○ ○ 78.8 0.4

１（２）

３(１)
ア(イ)
５(１)
ア(ア)
イ(ア)

○ ○ 31.2 0.9

１（３）
３(１)
ア(ア) ○ ○ 71.8 3.5

１（４）
４(６)
ア(ア)
イ(ア)

○ ○ 74.7 2.6

２（１）
４(１)
ア(イ) ○ ○ 58.4 1.2

２（２）
４(１)
ア(イ) ○ ○ 50.5 0.7

２（３）
４(５)
ア(ア) ○ ○ 79.4 1.0

２（４）
５(３)
ア(ア)

※
○ ○ 37.3 2.6

３（１）
４(４)
ア(イ)
ア(ウ)

○ ○ 74.3 2.8

３（２）
５(５)
ア(ア)
イ(ア)

○ ○ 23.3 15.6

３（３）
３(６)
ア(ア)
ア(イ)

○ ○ 35.4 7.8

３（４）
５(５)
ア(ア) ○ ○ 81.5 4.1

４（１）
３(４)
ア(ア)

４(１)
イ(ア)

５(２)
ア(ア) ○ ○ 82.9 2.5

４（２）
３(４)
ア(ア)

３(１)
ア(ア)

４(１)
イ(ア)

５(２)
ア(ア) ○ ○ 49.0 3.3

４（３）
３(１)
ア(イ) ○ ○ 61.1 4.1

４（４）
５(３)
イ(ア) ○ ○ 41.3 4.1

 
無
解
答
率

(

％

)

１０％増量したつめかえ用のハンドソープの
内容量が、増量前の何倍かを選ぶ

「１０％増量」の意味を解釈し、
「増量後の量」が「増量前の量」
の何倍になっているかを表すこと
ができるかどうかをみる

１/２+１/３を計算する
異分母の分数の加法の計算をする
ことができるかどうかをみる

新品のハンドソープが空になるまでに何プッ
シュすることができるのかを調べるために、
必要な事柄を選ぶ

伴って変わる二つの数量の関係に
着目し、必要な数量を見いだすこ
とができるかどうかをみる

使いかけのハンドソープがあと何プッシュす
ることができるのかを調べるために、必要な
事柄を判断し、求め方を書く

伴って変わる二つの数量の関係に
着目し、問題を解決するために必
要な数量を見いだし、知りたい数
量の大きさの求め方を式や言葉を
用いて記述できるかどうかをみる

０.４+０.０５について、整数の加法で考えると

きの共通する単位を書く

※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

 
正
答
率

(

％

)

はかりが示された場面で、はかりの目盛りを
読む

はかりの目盛りを読むことができ
るかどうかをみる

小数の加法について、数の相対的
な大きさを用いて、共通する単位
を捉えることができるかどうかを
みる

３/４+２/３について、共通する単位分数と、

３/４と２/３が、共通する単位分数の幾つ分に

なるかを書く

分数の加法について、共通する単
位分数を見いだし、加数と被加数
が、共通する単位分数の幾つ分か
を数や言葉を用いて記述できるか
どうかをみる

数直線上に示された数を分数で書く

数直線上で、１の目盛りに着目
し、分数を単位分数の幾つ分とし
て捉えることができるかどうかを
みる

方眼上の五つの図形の中から、台形を選ぶ
台形の意味や性質について理解し
ているかどうかをみる

角をつくる二つの辺をそれぞれのばした図形
の角の大きさについてわかることを選ぶ

角の大きさについて理解している
かどうかをみる

五角形の面積を求めるために五角形を二つの
図形に分割し、それぞれの図形の面積の求め
方を書く

基本図形に分割することができる
図形の面積の求め方を、式や言葉
を用いて記述できるかどうかをみ
る

示された表から、「春だいこん」や「秋冬だ
いこん」より「夏だいこん」の出荷量が多い
都道府県を選ぶ

簡単な二次元の表から、条件に
合った項目を選ぶことができるか
どうかをみる

示された資料から、必要な情報を選び、ピー
マン１個とブロッコリー４個の重さを求める
式と答えを書く

示された資料から、必要な情報を
選び、数量の関係を式に表し、計
算することができるかどうかをみ
る

示された平行四辺形をかくために、コンパス
の開く長さを書き、コンパスの針を刺す場所
を選ぶ

平行四辺形の性質を基に、コンパ
スを用いて平行四辺形を作図する
ことができるかどうかをみる

問題形式

２０２２年の全国のブロッコリーの出荷量が
２００２年の全国のブロッコリーの出荷量の約
何倍かを、棒グラフから読み取って選ぶ

棒グラフから、項目間の関係を読
み取ることができるかどうかをみ
る

都道府県Ａのブロッコリーの出荷量が増えた
かどうかを調べるために、適切なグラフを選
び、出荷量の増減を判断し、そのわけを書く

目的に応じて適切なグラフを選択
して出荷量の増減を判断し、その
理由を言葉や数を用いて記述でき
るかどうかをみる

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点
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（３）地域の規模等の状況 
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正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

 

 

 

（４）都道府県・指定都市、教育委員会、学校の状況 
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○ 平均正答数、平均正答率、中央値、標準偏差を見ると、地域の規模等（公立：大都市、中核 

市、その他の市、町村、へき地）による大きな差は見られないが、大都市とへき地の間には正 

答数や分布にわずかな差が見られる。 

○ 都道府県・指定都市別の平均正答率については、ばらつきの状況は極めて狭い範囲内に収ま

っている。各教育委員会、各学校の状況については、全国平均からの離れ具合を表す平均正答

率の標準偏差を見ると、前回調査と比べ、ばらつきに大きな変化は見られない。 

※大都市（政令指定都市及び東京 23 区）、中核市、その他の市、町村の値は、当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立

学校に在籍する児童の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 
※へき地の値は、へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する児童の調査結果を集計した

ものである。大都市、中核市、その他の市、町村の値に重複する。 

児童数 平均正答率 中央値 標準偏差

全国（公立） 936,399人 9.3 / 16問 58.0% 10.0問 4.0問

大都市 264,969人 9.7 / 16問 60.4% 10.0問 4.1問

中核市 216,134人 9.3 / 16問 58.1% 10.0問 4.0問

その他の市 377,880人 9.1 / 16問 56.6% 9.0問 4.0問

町村 77,136人 8.9 / 16問 55.6% 9.0問 3.9問

へき地 13,114人 8.6 / 16問 53.8% 9.0問 3.9問

平均正答数

都道府県 教育委員会 学校 児童

57.3 55.4 57.1 58.0

58.6 58.9 62.5 81.3

57.5 55.7 57.1 62.5

55.5 52.5 51.9 37.5

2.3 7.0 8.9 25.3

平均正答率

第３四分位

第２四分位

第１四分位

標準偏差
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①都道府県・指定都市の状況［算数］ 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率、縦軸：都道府県・指定都市数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。 

②教育委員会の状況［算数］ 

 

 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率、縦軸：教育委員会の割合） 

 

 

 

 

③学校の状況［算数］ 

 

 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率、縦軸：学校の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会数
教育委員会の
平均正答率

教育委員会の
中央値

教育委員会の
標準偏差

1,781 8.9 / 16問 55.4% 55.7% 7.0%

教育委員会の
平均正答数
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学校数
学校の

平均正答率
学校の
中央値

学校の
標準偏差

18,466校 9.2 / 16問 57.3% 57.2% 9.1%

学校の
平均正答数

全国（公立）の
平均正答率

全都道府県市（公立）中、
最高平均正答率
【全国との差】

全都道府県市（公立）中、
最低平均正答率
【全国との差】

5588％％
6644％％ 5511％％

【【++66％％】】 【【--77％％】】

全国都道府県市数
全国都道府県市

(公立小)の平均正答率
全国都道府県市

(公立小)の中央値
全国都道府県市

(公立小)の標準偏差

67 9.2 / 16問 57.4% 57.5% 2.41%

全国都道府県市
(公立小)の
平均正答数
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（５）国・公・私立学校の状況 

 

［算数］ 

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが、平均正答 

数について見ると、国立・私立学校は、公立学校を上回っている。 
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児童数 平均正答率 中央値 標準偏差

936,399人 9.3 / 16問 58.0% 10.0問 4.0問

平均正答数

児童数 平均正答率 中央値 標準偏差

6,132人 12.2 / 16問 76.2% 13.0問 3.2問

平均正答数

児童数 平均正答率 中央値 標準偏差

6,594人 11.6 / 16問 72.3% 12.0問 3.6問

平均正答数
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